
令和４年７月４日 

経 済 産 業 部 

障 害 福 祉 部 

 

農福連携事業における事業拠点について 

 

（付議の要旨） 

令和３年度より整備を進めてきた農福連携事業について、区で事業用地を買収し

た上で拠点として活用し、当該事業を継続させる。 

 

１ 主旨 

農福連携事業については、令和３年４月より本件土地の一部を借り受けて整備等

を行ってきたが、令和４年２月、事業地である農地の相続が発生し、相続人より区

へ売却の申出があった。 

本件土地について、農地の保全及び障害者の就労促進につながる本事業の継続を

最優先し、安定的な事業拠点としての活用に加え、みどり、環境、防災など、農地

が有する多面的な効果を鑑み、買収するものとする。今後は、本件土地を継続的な

農福連携の事業拠点として位置づけ、安定的・継続的事業実施を担保するとともに、

就労を見据えた農福連携事業のＰＲ拠点や農業体験の場、さらには一般区民と障害

者の交流の場としての活用などを想定する。 

なお、東京都の補助制度である「生産緑地買取・活用支援事業」を活用していく。 

 

２ 対象地  ※詳細は別紙「対象地概要図」のとおり 

（１）地 番 粕谷二丁目１６３－１、１６３－４、１６３－５、１６３－６、 

１６３－７、１６４－１２、１６４－１３ 計７筆 

（２）面 積 ３,４１０.９㎡（生産緑地２,５７５.３㎡、宅地化農地８３５.６㎡） 

（３）その他  

現在は一部を区民農園（整備は令和３年度東京都補助事業対象）として利用し

ているが、今後、本事業の拠点的事業地として一体活用していく。 

なお、北側に接する道路は主要生活道路 310 号線(幅員、線形、整備時期未定)

に位置付けられ、事業化した場合は本件土地の一部を道路事業地として活用する。 

 

３ 経緯と事業概要 

（１）経緯 

令和３年 ４月～ 土地使用貸借契約 

７月  サウンディング調査 

９月  公募型プロポーザル 

１２月   事業者決定 

令和４年 １月  委託契約締結、都補助金を活用した整備 

２月  本件土地について相続が発生 

４月～ 東京都との生産緑地買取・活用支援事業の活用協議 
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（２）現在の委託事業の概要 

①現在実施している内容 

（ア）農地及び施設の整備 

（イ）農福連携事業の周知 

（ウ）農園施設維持管理業務 

（エ）圃場管理業務（農作物の栽培・管理等） 

（オ）障害者による農作業体験の企画・運営 

②今後実施する内容 

（ア）就労を希望する障害者の農作業実習 

（イ）障害者就労による農園の維持管理運営 

（ウ）区内障害者施設の工賃向上を目指すための取組み（農作物販売等） 

 

４ 事業用地買収の考え方 

本事業は、区の課題である農地の保全及び障害者の就労促進に資するものであり、

相続発生時の事業継続に課題はあったものの、使用貸借という手法により事業を開

始した。区として初の試みを進める中で、今回改めて事業スキームの整理を行い、

今後、本件土地を、全区における事業拠点として継続的に活用し事業を実施するこ

とにより、他の農業公園との連携など、農福連携事業の効果をより高められると判

断した。 

また、東京都は、都市部に位置する農地の宅地化を抑制し、多面的機能を有する

農地を確実に保全していくことを目的とした補助制度を令和２年度より実施して

おり、生産緑地部分についてその活用の目処もたったことから、事業用地の買収を

行うこととする。 

 

５ 本件土地における事業拠点としての活用案 

（１）本事業の安定的・継続的実施を担保することで、様々な事業手法の効果検証   

を行いながら、区における効果的な農福連携事業の確立と展開を目指す。 

（２）一般区民を対象とした事業展開の拠点としての活用 

農福連携事業の拠点として、一般区民も対象とした事業展開を行うとともに、

障害者理解の促進につなげる。 

①本事業のＰＲ拠点としての活用（見学会、掲示版作成など） 

②農作業実習などによる事業への導入口としての活用（農家と障害者とが交流

する場） 

③一般区民と障害者とが交流できる場としての活用（農作物の提供、イベント

など） 

 

６ 今後の事業展開 

今後、事業を拡大する場合には、事業地を借り受けて実施することを基本とす

る。また、農福連携事業地としての活用のみならず、農業公園と連動したイベン

トの実施など、農地保全方針の農地保全重点地区内に整備する農業振興等拠点と

連携した取組みを展開することにより、より効果的に農地の保全を推進していく。 
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７ 費用 

概算額 ２２億８千万円（うち都補助８億６千万円） 

※第３回定例会において、補正予算を提案する。 

現在の 

使用状況 

農地種別 面積 

（㎡） 

概算額（円）＊１ 都補助額（円） 

（1/2）＊２ 

農福事業用地 生産緑地 2,575.3 1,721,845,580 860,922,790 

宅地化農地 94.5 63,182,700  

区民農園用地 宅地化農地 741.1 495,499,460  

計 3,410.9 2,280,527,740 860,922,790 

＊１ 令和４年２月１７日時点の概算の単価６６８，６００円/㎡×面積により 

算出。今後正式な鑑定・評価により、補正予算として見込んでいく。 

＊２ 生産緑地の買収費用については２分の１の都補助活用が可能である。 

 

８ 今後のスケジュール（予定）  

令和４年 ９月   区民生活・福祉保健 常任委員会報告 

 第３回区議会定例会（補正予算案提案） 

     １０月中旬 財産評価委員会（土地代金の確定） 

           東京都補助金交付決定 

     １０月下旬 売買契約 
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                     農福連携事業地                  現在は区民農園として利用 

 

 

           ：生産緑地           ：宅地化農地 

別紙「対象地概要図」 

案内図 
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